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研究会だより
第23回岡山実験動物研究会
平成4年6月20日仕)午後 1時から岡山県総合畜
産センターにおいて,牧野充伸次長をはじめセン
タ-関係者のお世話で開催された.
はじめに会長の田坂賢二教授から開会の御挨拶
があり,続いて牧野充伸次長から歓迎の御挨拶が
あった｡その後特別講演に移った｡
特別講演(1)は ｢哨乳動物初期肱の凍結保存と体
外受精｣と題して岡山総合畜産センターの専門研
究月,野上輿志郎氏が講演された｡
この司会は上野満弘氏 (岡山県総合畜産センタ
ー)が担当された｡
特別講演(2)は ｢薬効開発と疾患モデル動物｣と
題して林原生物研究所 ･藤崎研究所の Assistant
Directorの新井成之氏が講演された｡この司会は
内藤一郎氏 (垂井医学研究所)が担当された｡
特別講演終了後,直ちに場内見学を行なった｡
この場内見学では野上輿志郎氏から牛の試験研究
施設,さらに体外受精などの先端技術を用いて研
究が行なわれている施設や設備の説明を受けた｡
なお,会務報告は特別講演(1)終了後になされた｡
その内容は①平成3年度の活動状況 (研究会の開
催,会報8号の発行,常務理事会の開催,名替会
員の推挙)について,②平成3年度会計監査が監
事の湯原正高先生 (岡山大･農学部),中永征太郎
先生 (ノー トルダム清心女子大)によってなされ
たこと,③第9号研究会報 (広告掲載)の発行に
ついて,④次期(第24回)の研究会は11月下旬～12
月上旬に開催予定であること,などであった｡
研究会の会場となった岡山県総合畜産センター
は久米郡旭町にあり,岡山市から65km離れたとこ
ろにあります｡そこで,会場まで大型バスを貸切
り,岡山大学農学部玄関前を午前10時に出発し,
お昼前に総合畜産センターに隣接されている ｢ま
きばの館｣に到着しました｡
この ｢まきばの館｣で,バーベキューの昼食を
とり,十分腹ごしらえをしてから,研究会に臨み
ました｡
この会には60名を越える参加者があり,好評を
得ました｡
特別講演の要旨は以下の通りです｡
特別講演(1)
噂乳動物初期肱の凍結保存と体外受精
野 上 輿志郎
岡山県総合畜産センター経営開発部先端技術科
家畜の繁殖は,この雌雄個体の遺伝形質の継承
は精子と卵子という微細な細胞体の合体現象であ
る"受精"を介して行われる｡繁殖技術への取り組
みは,生殖現象-の技術導入の試みでもある｡ こ
の受精現象については古くから研究され,現在で
は晴乳類の腫移植が試みられるまでになった｡さ
らに,腫移植技術は単に繁殖技術としての応用だ
けではなく,発生工学的手法の導入も盛んとなっ
ている｡本稿では,畜産における肱移植技術,と
りわけ牛の腫移植技術について,その一部を紹介
する｡
1)生体由来肱の採取と移植技術
牛の腫移植技術は,ホルモン剤で過排卵処理し
て一度に多数の受精卵を採取し,他の受腫牛に移
植する技術で,排卵5日目以降にカテーテルを用
いて子宮を濯流して膳を採取する｡ 濯流液にはり
ん酸緩衝液を修正して使用する｡ 肱の検査は,実
体顕微鏡下で行う｡採取した膳は,供膳牛と同じ
性周期 (発情後7日目)の受膳牛の子宮内に専用
の器具を用いて移植する｡ 岡山県内の新鮮膳移植
による最近数年間の平均受胎率は34%で,凍結腫
移植では,39%であり,徐々にではあるが年々向
上している｡肱の長期保存は,グリセリン等の耐
凍剤の入った凍結保存液とともにストローに充填
して,プログラムフリー ザーで凍結し,液体窒素
中に保管する｡ 最近,耐凍剤にエチレングリコー
ルを用いることにより,凍結 ･融解後のストロー
の内容物 (膳と耐凍剤 ･緩衝液)を直接子宮内に
注入するダイレクト移植が可能となり,次第に普
及しつつある｡
2)体外受精肱
体外受精膳の作製は,と畜場で採取した卵巣か
ら卵胞卵子を採取して,24時間TCM-199液中で成
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熟培養した後に,タイロー ド液の牛精子懸濁液中
で受精させる｡受精卵子は,成熟培養と同じ条件
下で7-9日間発生培養する｡ 移植可能な体外受
精膳の発育率は,供試ろ胞卵子の14%である｡ 体
外受精肱の移植による受胎率は,生体由来膳とほ
ぼ同じである｡ 体外受精月割ま,生体由来膳と同様
の方法で凍結保存すると,凍結融解後の生存性は
きわめて低い｡当センターでは,10%エチレング
リコー ルに0.1Mのショ糖を添加した凍結媒液を用
いる凍結方法を採用し,凍結融解後に71%の高い
生存率が得られている｡ 現在,この凍結法による
ダイレクト移植で,50%前後の高い受胎率が得ら
れている｡
3)肱移植に関する新技術
近年,膳移植関連の新技術には,目を見張るも
のがある｡ 特に,その内容たるや多岐にわたり,
生命工学レベルにまで研究は進展している｡ 当セ
ンターで取り組んでいる新技術は,8から16細胞
期膳の割球の1つを卵胞卵子に移植して電気的に
融合させる膳のクローニング技術と肱の一部を取
り出しPCR法によるDNAの塩期配列を増幅さ
せて,雄特異のDNAのプライマーとの比較によ
り雌雄を判定する技術等である｡
以上,最近の畜産学におけるバイオテクノロジ
ーの一端を紹介したが,この急速な進展には目を
見張るものがある｡特に,遺伝子関連においては
目ざましく,近い将来には遺伝子マッピングにま
で研究が進められ,家畜のゲノム解析の成果が育
種改良に応用される日も遠くないと思われる｡
特別講演(2)
薬効開発と疾患モデル動物
新 井 成 之
㈱林原生物化学研究所 藤崎研究所
私達は,疾病の治療効果に優れ,安全で,作用
機序や態度の新しい物質を探そうと努力していま
す｡健康に役立つ医薬品を研究,開発するための
最終試験は,ヒトでの臨床実験ですが,そのため
には動物を用いた薬効試験,すなわち薬物の主作
用が認められる有効用量,副作用がある場合その
主作用に基づ くものなのか,関係のないものなの
かなどの情報と併せて,毒性用量の基礎データと
なる安全性試験の情報が必要です｡新しい物質や
新しい作用を発見,開発する場合,既知の生体の
現象を利用して試験を実施しますが,スクリー ニ
ングには,少量の検体で,はやく,感度,精度良
く,多くの作用を検出できることが必要です｡そ
の方法も,生体 (invivo)か試験管内 (invitro)
か,動物かヒトか,正常 (健常)か病態かでも変
わります｡最終的に,薬効が生体で確認されなけ
ればならないので invivoの試験で効果が確認で
きるのが理想的ですが,スクリー ニングをすべて
invivoで行なうのは不可能に近いことです｡invitro
の反応は直接的なもので,実験系は単純化され作
用の解析は容易です｡しかし,生体と異なり,薬
物の代謝に重要な役割を果たす肝臓がないなどの
欠点があります｡ヒトでの作用を検討する場合,
実験動物を用いるわけですが,動物では薬物に対
する感受性の差というものも存在します｡また,
医薬品は疾病の治療に用いるものであり,ゆえに,
正常より病態モデルでの試験が理想的です｡実験
動物における病態モデルとしてはヒトの疾患と同
樵,あるいは類似した異常を示すこと,容易に作
製し得ること,その病態の機序がよく解明できて
いることなどが重要です｡我々は実際に,昔から
効果があるといわれるが科学的な証明がない民間
療法や新しい物質の作用を明らかにするため,様々
な疾患モデルや新しいモデル動物を工夫しながら
実験を行なっている｡
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第24回岡山実験動物研究会
平成4年12月4日幽午後1時からまきび会館に
おいて開催された｡
はじめに,会長の田坂賢二教授から開会の御挨
拶があった｡この挨拶の中で,それぞれの分野で
御活躍されている3名の講師の先生方をお招きし
たことなどがお話された｡その後,直ちに特別講
演に移った｡
特別講演(1)は ｢医学 ･生物学における先端技術
としての放射線利用｣と題して岡山大学教養部の
大原 弘教授が講演された｡この司会は初鹿 了
